




Research on sekku nobori (banners for seasonal festivals)








This paper discusses historical shifts regarding sekku nobori (banners for seasonal festivals), and the manufacturing 
process of sekku nobori, which is based on a technique called tegaki honzome (hand painting and hand dyeing). The 
custom of putting up sekku nobori for the Boys Day Festival has become widely established across Japan with the 
exception of the Kansai region, and is still thriving. This is a traditional custom that started in the Edo period, and 
related products that are adapted to new lifestyles have been created one after another and have been evolving on a 
constant basis.
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第 47 号 2014 年 3 月　岡崎女子大学・岡崎
女子短期大学
（2） 「地域協働研究」第 1号　2015 年 3 月　岡崎
女子大学・岡崎女子短期大学地域協働推進セ
ンター
（3） 斎藤良輔編著 『新装普及版 日本人形玩具辞
典』 1997（平成 9）年 東京堂出版（初版は
1968 年発行）
（4） 「岡崎女子大学・短期大学研究紀要」第 47 号 
2014 年 3 月 岡崎女子大学・短期大学
（5） 斎藤月岑『東都歳時記』1838（天保 9）年 
須原屋茂兵衛・須原屋八刊
（6） 菊池貴一郎 （芦乃葉散人） 『江戸府内絵本風







に成立した稿本で、1830（文政 13）年 10 月
付の自序がある。本稿では岩波文庫版（長谷







（9） 『折口信夫全集』第 2 巻　1995 年 3 月 中央
公論社





政 3）年  出版者不明





斎藤良輔編著 『新装普及版 日本人形玩具辞典』 




岡崎女子短期大学研究紀要」第 47 号 2014 年 3
月 岡崎女子大学・岡崎女子短期大学）
上田信道「岡崎における手染め鯉幟の研究」（「地
域協働研究」第 1号 2014 年 3 月 岡崎女子大学・
岡崎女子短期大学地域協働推進センター）
